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演習問題解答例 (略解)

演習問題２６．X, Y を位相空間，A, BをXの閉集合，H|A : A → Y とH|B : B → Y が共に
連続ならば，Hも連続であることを示せ．
解答．任意の F ⊂ Y 閉集合に対して H−1(F ) ⊂ Xが閉集合になることを示せばよい．(これは
授業で定義した連続の定義「開集合の引き戻しが開集合になる」ことと同値である—(∗)) A, B

にはXからの相対位相を入れてある．H|Aが連続であるので (H|A)−1(F ) = H−1(F ) ∩ AはA

の閉集合である．よって ∃F ′ : X の閉集合 s.t.F ′ ∩ A = (H|A)−1(F ). いまAがX の閉集合で
あるのでH−1(F )∩AはXの閉集合である．同様にH−1(F )∩BはXの閉集合である．ここで
H−1(F ) = (H−1(F ) ∩ A) ∪ (H−1(F ) ∩ B) であるのでH−1(F )はXの閉集合である．

演習問題２７．� · �−1 � p̃を確かめよ．

解答．定義通りホモトピーを作ればよい．H : I×I → X をH(t, s) =
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と定義すると，演習問題２６よりHは連続である．

またH(t, 0) =
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= � · �−1, H(t, 1) = �(0) = p, H(0, s) = �(0) = p,

H(1, s) = �(0) = p，であるから � · �−1 � p̃

演習問題２８．� · p̃0 � �を確かめよ．

解答．これもホモトピーを作ればよい．H ′ : I × I → XをH(t, s) =
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と定義すると，演習問題２６からH ′は連続である．H ′(t, 0) =

{
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= � · p̃0,

H ′(t, 1) = �(t), H ′(0, s) = �(0) = p0, H ′(1, s) = p0であるから � · p̃0 � �.

問．(∗) を示せ
レポートなどに書いてくれたら添削いたします．


